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Integrating the Healthcare Enterprise

医療情報連合大会 チュートリアル「ＩＨＥ入門」

とはとは



IHEIHEとはとは
• Integrating

the Healthcare Enterprise

• 医療連携のための情報統合化プロジェクト

•北米放射線学会（RSNA）

•医療情報管理システム学会（HIMSS）

• http://www.ihe.net/



IHEIHEに準拠？？に準拠？？

TCP/IP

IHEは「標準規格」ではありません。



IHEIHE準拠の証明は？準拠の証明は？
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1 ALOKA CO.,LTD. ● ●

2 EBM Japan ● △ ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 Infinit Technology ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ☆

4 INFOCOM CORPORATION ● ● ● ● ● ☆

5 SBS Information Systems ● ●

6 Canon Inc. ● ● ● ●

7 Goodman Co.,Ltd. ● ● ● ●

8 Climb Medical Systems ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 Konica Minolta Medical & Graphic ● ● ● ● ● ● ● ● ●

10 GE Yokogawa Medical Systems ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ●

11 J-MAC SYSTEM ● ● ● ●

12 Shimadzu Corporation ● ●

13 TechMatirix Corporation ● ●

14 Toshiba Medical Systems ● ● ● ● ●

15 Agfa Gevaert, Japan ● ●

16 Nihon Koden ● ● ●

17 NEC Corpration ●

18 Hitachi Computer Peripherals ● ●

19 Hitachi, Ltd. ● ●

20 Hitachi Medical ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ☆ ☆ ☆

21 Fujitsu Limited ● ● ● ● ● ●

22 FUJIFILM MEDICAL ● ● ● ● ● ● ● ● ☆

23 Yokocawa Electric Corpration ● ●
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IHE委員会は、製品がIHEに準拠することを
保証していません。



展示会のデモンストレーション？展示会のデモンストレーション？
JRCのCyberRadで毎年デモをやっていますが、
製品のプロモーションではありません。

っっ
て？て？



ところでところで



医療現場のＩＴ化で困っていること医療現場のＩＴ化で困っていること
• たくさんの装置・システムがばらばら

• システムを接続するたびに時間・労
力・費用がかかる

• 特定のベンダに依存せざるを得ない

• システムが替わるとデータを失う

• 業務の流れを実現できない



IHEIHEの導入メリットの導入メリット

• 臨床医・担当技師にとって

–適時に、一貫した、完全な情報にアク
セス可能

–システム化されたワークフローの向上

• 冗長なステップを少なく

• 役割を明確にする

–人手を少なくしエラーの発生を少なく

業務にあわせて
標準規格を
「どう使うか」



IHEIHEの導入メリットの導入メリット
• システムの購入者にとって

–BEST OF BREEDモデル
（よいものをうまく組み合わせる）

–低コストで複雑でないシステム

–部分的更新や拡張が容易

–インターフェースの管理が容易

–ワークフローの向上

標準規格を
使って

「良い物を安く」



IHEIHEの導入メリットの導入メリット

• ベンダーにとって

– 製品をまたがる相乗効果のある開発

– 低コストで複雑でないシステム構築

• サイト独自のカスタマイゼーションを少なく

– 共通のワークフローと情報モデルのサポート

– 標準の利用

– 特徴や機能面での競争に集中できる

標準規格を
「あらかじめ」

どう実装するか



統合プロファイル統合プロファイル

Integrating the Healthcare Enterprise 

共通業務モデルの確立共通業務モデルの確立

テクニカルフレームワークテクニカルフレームワーク
（標準規格適用ガイドライン）の文書化（標準規格適用ガイドライン）の文書化



IHE IHE 放射線放射線 テクニカルフレームワークテクニカルフレームワーク

Rev 7.0   2006/5/15

Final Text Version 

vol. I: 統合プロファイル

vol. II: トランザクション

vol. III: トランザクション（続き）

vol. IV: 各国の拡張

IHE Technical FrameworkIHE Technical Framework
業務シナリオごとに
アクターとトランザクションを定めた文書



統合プロファイル統合プロファイル はは33種類種類

•ワークフロー

•コンテンツ

•インフラ
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HIS
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放射線検査業務放射線検査業務
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統合プロファイル統合プロファイル はは33種類種類
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画像表示の一貫性確保画像表示の一貫性確保 統合プロファイル統合プロファイル
放射線専門医 参照医（依頼医）

Original Image

Window Level

Flip

Zoom

Area Of
Interest
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Presentation LUT

Grayscale Standard

Achieving
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統合プロファイル統合プロファイル はは33種類種類

•ワークフロー

•コンテンツ

•インフラ
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可搬媒体によるデータ配信可搬媒体によるデータ配信
PDI PDI –– Portable Data for ImagingPortable Data for Imaging

Portable Media
Creator

Print Composer

Report Reader

Image Display

Display
Distribute Imaging
Information on Media

Media Importer

アクタ

システムに画
像データを取
り込む

媒体のデータ
をプリント

媒体上のレ
ポートを読む

媒体上の画像
を読む

媒体上の関連
情報の表示

アクタ

PDI



の目指すものの目指すもの
• 標準規格をベースにした実用的システム構築の
普及を早める。（標準化）

– もはやインテグレーションは一社ではできない。
（標準化によるマルチベンダーシステム構築）

• ユーザとベンダの共通の会話を成り立たせる

– 共通の言葉でユーザの意図がベンダに伝わる。

• 臨床現場で稼動するシステム

– 最適な業務シナリオにもとづく

• 相互接続実績の確立(コネクタソン）



の体制の体制

Integrating the Healthcare Enterprise

IHEIHEサイクルサイクル

継続して「よいもの」にしていく



異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側

ベンダの
技術

統合プロファイル

既存の規格を用いて
問題解決

IHE テクニカルフレーム
ワーク

詳細なソリューション
ベンダによる

実際の製品への
実装

コネクタソンでの
接続テスト

専門学会などが、
IHEソリューションが

あることをデモ、
あるいは教育する

医療機関側はIHEを
RFPに含める

サイクル

Plan

Do

Check

Act



IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に

実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側



IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に

実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側

ConnectConnect + Mar+ Marathonathon
システム接続試験会システム接続試験会



IHE-J コネクタソンのためのベンダーワーク
ショップ 2003/12/12



IHE-J コネクタソン 2005 2/21-24



IHEIHE--NANA
20022002

コネクタソンコネクタソン
の結果の結果

IHEIHE--NANA
20032003

コネクタソンコネクタソン
の結果の結果
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1 ALOKA CO.,LTD. ● ●

2 EBM Japan ● △ ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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21 Fujitsu Limited ● ● ● ● ● ●
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23 Yokocawa Electric Corpration ● ●
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Results

Scheduled Workflow

SWF

Portable Data for
Imaging

PDI

Patient Information
Reconciliation

PIR

Consistent Presentation of
Images

CPI

Key Image
Note
KIN

Simple Image &
Numreric Report

SINR

Access to
Radiology

Information
ARI

48321711
システム
数

23201711参加
ベンダ

2004-
2005

200320022001



統合宣言書

製品

ごとに



IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に

実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側



デモンストレーション
デモンストレーションベンダー20社。

- J



IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に

実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

１つのソリューションと
次の問題を抱える

医療機関側



IHEIHEはは
• 標準規格を使って、マルチベンダーで
病院システムを構成する技術的枠組を
提供します

• ユーザとベンダが協力して枠組を改良
していきます

• 実際に接続試験を行って、実装を確認
します



IHE 2006 IHE 2006 –– ９つの領域９つの領域
100100を超えるベンダを超えるベンダ 、５つのテクニカルフレームワーク、５つのテクニカルフレームワーク

３８の統合プロファイル、コネクタソンによる接続テスト３８の統合プロファイル、コネクタソンによる接続テスト
世界各地でのデモンストレーション世界各地でのデモンストレーション

EHR
Electronic Health Record

循環器

臨床検査

放射線部門

放射線治療

Future
Domains

IHE
IT インフラ

15 Integration Profiles

5 Integration Profiles

4 Integration Profiles

1133 IInntteeggrraattiioonn PPrrooffiilleess

Patient Care 
Coordination

1 Integration Profile

Patient Care 
Devices

病理
眼科



医療情報システム全般に使える医療情報システム全般に使える



IHE IT IHE IT インフラストラクチャインフラストラクチャ
統合プロファイル統合プロファイル 20052005

施設内施設内
ユーザ認証（ユーザ認証（EUAEUA））

ユーザに単一の名前と全シス
テムにわたる集中認証プロセ
スを提供

表示のための表示のための
情報検索情報検索
（（RIDRID））

依頼ユーザに直ちに提示
できるようなフォーマット
の患者の臨床情報と
ドキュメントにアクセス

MPIMPIのためののための
患者患者IDID相互参照相互参照

（（PIXPIX））
患者IDを異なるIDドメ
イン間でマッピング

一患者に対する複数アプリ
ケーションのデスクトップ
上での同期

患者同期患者同期
アプリケーション（アプリケーション（PSAPSA））

時刻の整合性時刻の整合性
（（CTCT））

ネットワーク接続されたシ
ステムにおける時刻の整合

監査証跡と監査証跡と
ノード認証（ノード認証（ATNAATNA））

セキュアなドメインを形成す
るための監査証跡とノード間
認証

患者情報の患者情報の
問い合わせ（問い合わせ（PDQPDQ））

医療機関職員の登録簿医療機関職員の登録簿
（（PWPPWP））
職員情報

へのアクセス

施設間施設間
ドキュメント共有ドキュメント共有

（（XDSXDS））

施設間にわたる
診療ドキュメントの登
録、配布、アクセス

ディジタル署名
（DDS)文書利用可能通知文書利用可能通知

（（NNAAVV））

施設施設間間
ユーザ認証（ユーザ認証（XXUAUA））

施設間患者管理
（PAM)



ＩＨＥのＩＨＥの世界的な世界的な動き動き
1982年PACSという医用画像管理システム概念を提唱

標準規格DICOM

1999年、標準規格を適用する新たな枠組み：

IHE（Integrating the Healthcare Enterprise）

2000年にはヨーロッパへ

2001年には日本で活動が開始 IHE-J

2004年には、韓国、台湾にも広がる

今や世界的な規模で普及が進む

放射線科以外にも新しい「ドメイン」として広がる



まとめまとめ

IHEとは

標準規格の使い方を

ユーザとベンダが協力して決め

医療システムを構築していく

取り組みです


